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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、eラーニングと演習を組み合わせて、心理教育実践者を育成する
Blended Learning Systems(BLS）を開発し、その有用性を心理教育実践能力の観点から評価することであった。
対象は精神科病院に勤務する看護師とし、BLSを介入とした。対象者は、53名であった。実技演習後の参加者の
価値はEBPAS下位尺度のOpenness（p<.01）、Appeal（p<.01）へと有意に向上し、意欲はWMMSN総合得点（p<.
01）およびISPN総合得点（p<.05）において有意に向上し、技術は自作質問紙総合得点（p<.01）が有意に向上し
た。

研究成果の概要（英文）：[Objective] To develop a blended learning-based psychoeducation practitioner
 training program combining e-learning and skill training (BL program), and evaluate its usefulness 
for improving the psychoeducation-related competency of participating nurses. [Methods] Subjects: 
Nurses working in psychiatric wards were selected. 
[Results] There were 53 participants. Favorable changes were observed in the participants’ skills 
after skill training. Scores from the EBPAS representing value supported this, as there were 
significant increases in subscale scores related to openness (p<0.01) and appeal (p<0.01). 
Similarly, the total WMMSN (p<0.01) and ISPN (p<0.05) scores representing motivation, and scores 
from the skill questionnaire (p<0.01) significantly increased.

研究分野： 精神看護学

キーワード： 心理教育　eラーニング　ブレンデッド・ラーニング　プログラム評価　心理社会的アプローチ　精神科
リハビリテーション　精神看護学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
eラーニングによって心理教育を学ぶことは、対象者にとって難易度が高いようであった。
しかし、eラーニングで学習した後に行なった心理教育の実技演習は、対象者の心理教育に関する実践能力を有
意に向上させていた。実技演習を主軸とする研修会を継続し、心理教育を実践する看護師を増加することができ
れば、統合失調症患者の服薬アドヒアランスの改善、再発予防、QOL向上に寄与できると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 これからの精神医療は、「入院医療中心から地域生活中心へ」という基本理念に基づいて、精
神障害者の地域移行を加速すると同時に、精神障害者にとっての質の高い地域生活の維持に取
り組む必要がある。特に、後者を実現するには、患者の服薬アドヒアランスの改善を目指す心
理教育の方法を、看護師に普及することが重要であると考えた。 
そこで、e ラーニングと集合教育を組み合わせた Blended Learning Systems（BLS）を導入し、
フレキシブルな学習形態による心理教育に関する知識基盤の形成と、心理教育の技術的側面の
修得を支えるシステムが構築できれば、質の高い心理教育を実践することができる看護師を育
成することができると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
（1）アクティブラーナーとしての心理教育実践看護師を育成する BLS を構築する。 
（2）構築した BLS が、看護師の心理教育実践能力（知識・感情・価値・意欲・技術）の向上
に寄与するかを多角的に評価する。 
 
 
３．研究の方法 
（1）eラーニングシステムの構築過程：eラーニングシステム構築経験者を中心に ICT 専門業
者と綿密な検討を行い、①精神科看護師が個々のスケジュールおよび学習ペースに合わせて主
体的に学習できる学習管理システムの整備、②心理教育の実践に関する知識の修得を支えるコ
ンテンツの作成、を行った。 
（2）実技演習フィードバックツールの整備：心理教育に関する技術的側面の修得を支えるため
に、心理教育の実技演習風景を撮影し、それをリアルタイムで繰り返し視聴し、後に eラーニ
ングシステム上で視聴して復習できる環境を整備した。 
（3）心理教育実践看護師を育成する BLS の適用と評価：対象者は精神医療機関に勤務する看護
師、介入は eラーニングによる事前学習と実技演習を行なう集合教育からなる BLS とした。デ
ータ収集時期は、eラーニング開始直前（1回目）、eラーニングの最終テスト終了直後（2回目）、
1回目の集合教育直後（3回目）、2回目の集合教育直後（4回目）の 4時点とした。測定用具は、
KIDI（知識）、GSES（感情)、PISN（価値)、仕事意欲測定尺度（意欲）、心理教育実践技術に関
する自作質問紙（技術）を使用した。解析には、SPSS22.0 for Windows を使用して、Wilcoxon
の順位和検定と反復測定分散分析を用いた。 
 
 
４．研究成果 
 対象者は、53名(男性 25名、女性 28名）、平均年齢 38.604(±9.351）歳、平均看護師経験年
数 12.885（±9.057）年、うち平均精神科経験年数 8.885(±7.037）年であった。 
（1）BLS の有用性評価 
BLS そのものの有用性を評価するために、反復測定分散分析を行った。その結果、知識につ

いては、KIDI 総合得点（F（1.296,67.380）=10.686,p<.01）、 KIDI 下位尺度疾病（F（1.347,70.064）
=14.401, p<.01）、下位尺度薬物（F（1.283,66.714）=7.364, p<.05）であり、いずれも有意に
低下した。感情については、GSES 総合得点（F（2.401,76.836）=8.034, p<.01）と有意に低下
した。価値については、EBPAS 下位尺度 Openness（F(1.539, 80.052）=25.448, p<.01）、Divergence
（F（1.408,73.197）=32.882, p<.01）、Appeal（F（1.343,69.841）=24.924, p<.01）、Requirements
（F（1.628,84.637）=24.345, p<.01）であり、いずれも有意に低下した。意欲については、WMMSN
総合得点（F（1.270,64.756）=14.288, p<.01）、ISPN 総合得点（F（1.292,65.895）=13.422, p<.01）
であり、いずれも有意に低下した。さらに、技術については、Skill 総合得点（F（1.261,64.303）
=11.024, p<.01）と有意に低下した。 
 
（2）実技演習に焦点を当てた有用性評価 
BLS 全体の評価は好ましくなかったが、心理教育の実技演習においては好ましい変化がみら

れたことから、実技演習に焦点を当てて、参加前後の変化について Wilcoxon の順位和検定を行
った。その結果、価値は EBPAS 下位尺度の Openness（p<.01）、Appeal（p<.01）へと有意に向
上し、意欲は WMMSN 総合得点（p<.01）および ISPN 総合得点（p<.05）において有意に向上し、
技術は自作質問紙総合得点（p<.01）が有意に向上した。 
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